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Ethical Approach to AI （EAA） における取組み



ABEJAのご紹介
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会社概要
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出資企業
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ABEJAの高い技術力と各産業へのAI導入の実績が認められ、業界を牽引する企業から出資頂いております。



ABEJAが手がけたプロダクトは、小売・流通、製造、物流など、幅広い領域で150を超す企業に導入されています。

4

Client : ABEJAの実績



ABEJAが提供するサービス
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Deep Learningの実装、運用プロセスを効率化する

ABEJA Platform。

来客属性、動線分析、リピート推定といった

顧客行動データの取得・分析を基軸とする、

AIを活用した店舗解析サービス。

商品仕分け、メンテナンスサポートの効率化、熟練工の行動分析といった、

AIを用いた多用なソリューションを展開。

製造業、インフラ業、物流業や小売業まで、150社以上のAI導入実績で得た知見・ノウハウをもとに、

AI導入・活用まで一気通貫で支援します。

AIのビジネス実装

『テクノロジーの力で産業構造を変革する』をミッションに

AIを用いたソリュ―ション、そしてAIをより容易に活用するためのサービスを提供しています。



ABEJA Insight for Retailのご紹介
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カメラを設置するだけで、簡単に必要データが取得可能に。

店舗に設置したカメラから来店

数・通行数をほぼリアルタイムで

計測することができます。

顔画像を取得し、ディープラーニン

グを活用した画像解析技術により

年齢・性別を推定できます。

主要なエリアで何名が立寄、何秒

滞在したのかを計測することで、

来店客の導線を把握することがで

きます。

※全ての映像解析によるデータ取得において、店員とお客様を区別して認識することはできかねます。

※店舗環境やカメラ設置状況によって、データ取得が困難な場合、精度に影響を受ける場合がございます。

来店数カウント 年齢性別判定 立ち寄り分析



ABEJA Insight for Retailのご紹介
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店舗内回遊を補足し、来店客の入店から購入

までの一連の動きを把握できます。

再来店の顧客数を測定することで、どのような

客層がリピーターになっているのか

新規/リピーターの比率を把握できます。

動線分析 リピート推定
N E W N E W

カメラを設置するだけで、簡単に必要データが取得可能に。



ABEJA Insight for Retailにおける法令遵守の取組み
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個人情報保護法・カメラ画像利活用ガイドブックVer2.0等を踏まえ、利用目的の通知等を行っています。



ABEJA Insight for Retailにおける倫理的問題
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活用が進む一方で、プライバシー等への懸念も。

2018年8月26日付の朝日新聞の記事及び同記事へのコメントより引用。



Ethical Approach to AI 
（EAA）の取組み
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• 発足：2019年7月30日

• 委員：全員が社外のメンバー。詳細は次頁。

• 目的

• 具体的事案の相談

• ルール策定

• 対外的なルール策定への関与

• 開催頻度：1.5～2か月に1回程度

• 第1回：AIと倫理についての一般的な意見交換

• 第2回：弊社の事業説明及び事業内容についてのディスカッション

• 第3回：具体的な案件についての相談

• 役員・従業員のかかわり方：オブザーバー参加

• 事務局：錦光山（PR）、柴山（法務）

EAAの概要
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• メンバー（五十音順・敬称略。2019年12月16日現在）：

• 江間有沙委員

東京大学未来ビジョン研究センター特任講師／国立研究開発法人理化学研究所革新知能統合研究センター客

員研究員。日本ディープラーニング協会理事/公共政策委員会委員長、人工知能学会倫理委員会副委員長。人

工知能の倫理やガバナンスが研究テーマ。近著に「AI社会の歩き方－人工知能とどう付き合うか」など。専

門は科学技術社会論（STS）。

• 西村カリン委員

フランス出身。テレビ局などの技術者を経て99年から日本在住。フリージャーナリストを経て通信社の東京

特派員。2002年、移動通信技術・サービスの現状などをまとめた「La telephonie mobile」出版。2009年、自

著「LES JAPONAIS 日本人」で渋沢・クローデル賞。2013年、フランス政府から国家功労勲章シュヴァリエ

受賞。近著に「不便でも気にしないフランス人、便利なのに不安な日本人」など。

• 松原仁委員

通商産業省工業技術院電子技術総合研究所(現産業技術総合研究所)を経て、2000年から公立はこだて未来大

学教授。同大副理事長。元人工知能学会会長。ABEJA技術顧問。専門は、人工知能、ゲーム情報学、公共交

通、観光情報学。近著に「AIに心は宿るのか」。

• 山口周委員

独立研究者、著作家、パブリックスピーカー。ライプニッツ代表。電通、ボストンコンサルティンググルー

プ等で戦略策定、文化政策、組織開発などに従事。「世界のエリートはなぜ「美意識」を鍛えるのか?」でビ

ジネス書大賞2018準大賞などを受賞。最新著に「ニュータイプの時代」。

EAAの概要
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• 倫理を議論する体制の必要性

「他の企業との協業のなかで、日本では問題とされていないような点が、シンガポールでは倫理的にグレーと取ら
れかねないことがしばしばありました。採用の履歴書の審査やローンのクレジットスコアリングに使用されるアル
ゴリズムなどがそうです。・・・こうした倫理的観点での事業検証は、日本ではさほど必要性を感じられないかも
しれませんが、グローバルでは非常に重要視されます。こういった認識の違いをふまえて、EAAが機能するよう運
営できたのは、とても良い経験になりました。」

• 委員の選考過程におけるグローバルメンバーの深い関与

「日本側の担当社員が選んだEAAメンバーの候補は、最初日本人男性が大半でした。しかしそれでは特定の性別や
国籍に視点が偏ると指摘したことで、結果的に多様なメンバーが集い、いまはシンガポールの事業にも好影響を及
ぼしています。」

（Forbs Japan「日本のベンチャーで働くスウェーデン人が企業の海外進出を成功させたワケ」より引用）

EAAの発足の経緯①：グローバルメンバーからの意見
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• 法務の観点からのニーズ

• 新プロジェクトや新規サービスの構想段階で相談を受ける際に、「ここまでの措置を講じれば法的には実施可

能ではあるが、会社のレピュテーションや炎上などのリスクを考えたときに、本当に実行してよいか」という

疑問が生じるものがあった。

• エンジニアが新しい技術について議論する中で、「この技術はどこまで実サービスに応用可能か」といった質

問が来ることが多々あるが、法的な論点以外にも論点がありうるものが多かった。

• 人種の分類や分析はどこまで行ってよいのか？
• 追加学習のための顔画像の調達方法は？
• 個人から同意を得て顔画像などを取得する場合には、用途に限界はあるか？
• バイアス、差分プライバシー、・・・

EAAの発足の経緯②：法律上の論点と関連する倫理の問題
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• EAAの位置づけ

• ABEJAの規模だからこそできるような、具体的事案に即した議論を行う。

• あくまで諮問機関という位置づけであり、意思決定は行わない。

• EAAで実現を目指すこと

• 具体的事案に対し具体的な指針を与える。

• 社員の倫理的な問題意識に対して委員会での議論を共有することで、倫理についての意識の浸透を図る。

• 具体的な議論から見えてきた問題意識を抽象化することにより、社内の実態に即したルールの策定を志向する。

• 現場の問題意識を対外的に発信し、AI利活用ガイドラインなどのルールの策定に関与する。

EAAの役割
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AI利活用ガイドライン等のルール

具体的事案、現場の疑問

EAA （社内ガイドライン）具体化 フィードバック


